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具
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を
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募金感謝第 1 回 報告 1 9 7 2 年8月 31日視在

日本キリスト教団沖縄短大葬金委員会取扱い I ； こ- の-度-の-当,,,沖..縄-キ.リ.ス.ト敷- 短·- 大�-の為�の御.:.協力、心から御ネ
！申し上げます。

教会 三軒茶屋 5, 000 く神奈川教区〉 { 復紐後、はや三カ月も過ぎましたガ、いまなおいるい2
<=It海教区〉 下 谷47, 740 神奈川6. 000 l な混社が続いております。特に、紆済面でのショックは甜1i

旭川挫岡 4,8 00 相 愛 8, 520 祝河原（伝） 1. 00 0 に大きくきわめてきびしいものがあります。沖細におけるら
利 5JIJ 1, 000 十 条一 2,145 鎌倉思寵（伝）5, 00 0

金柄勁は、そういう状況の中で進行していますが、残念な力
岩見沢 5 38 3 m P 2. 000 鎌岱守ノ下1 0, 00 0

変 唄 4 6 00 市川三木松16, 000 溝の口10, 000 ら、あまりかんばしくありません。そういう時1し、木土かC
' nIt ^ 5 000 紐正lllt子 "》 ゜゜゜ の御支援は私どもにとって大きな刃気と慰めを与えてくれa

手稲/\.Iカ（伝）2,300 ..u. �J • 佃ひヽ1収 “' 
小 硲4 54 0

束久招米3,56 0 長 後2, 000 す。

新 切 1,85 0 松 沢40, 000 膝沢北 3, 000 本当に有雉う御座居ます。今後ともよるしく御協力下さし

計 2 4, 473円 千歳船橋 5, 000 JII 和7,500 ますようお穎い甲し上げます。
経堂北 22, 000 田閲江田 3 , 000 ► 

く奥羽教区〉 国分寺27,611茅ケ低1 0, 000 沖縄キリスト教短期大学
木 迷 5, 00 0 八 街1, 000 六角楕2 0 ,000 東京送金先振替東京116167

00 20, 25 0 奥 沢1 0, 000 平塚( 2 回） 25,000 日本キリスト教団汁細短大咋金去日会
横 手1 0 , 000 船 栖26,100 元住吉5,000 沖縄送金先沖縄銀行烏堀支店3 7 4 7 戸 3,7 00 永福町20. 56 0 横浜菊名 5, 500 

沖縄キリスト私短期大学施設孜り伽危実群金哀n会本 荘 2 ,424行人坂10, 000 上昂JII 1, 000 

五所川原6,6 00 更 生1,1 00 蒔 田 20,0 00 鈴 庇1 5, 000 羽曳が丘（伝） 4,68 0 く東中国教区＞男 庇 70 0 !大森‘めぐみ16,1 00
計146,000円豹 附1 0, 000 西淀川6, 000 介 吉 3. 0

計48.674円1二込払ブj町12,9 00
計156 ,125円大阪浦生 2, 000 尤明回家族 9,4 

nli ru,i.200 く東海教区〉 鉛見橋20 .000 八 ぶ3. 0＜束北教区〉 長 1i;（ 6,o oo く京都教区〉
石 川 3 00 0 

石 和2, 000 洛
Iii:} 3 000 采和限山28,195.::: 1子1. 0

戟nfl古川2 ＇ 300 
八千代台9,2 00 �I I 良1 0 . ooo

彦 根6 • 365 初 芝 3, 000 fi敷(2同） 21.7 ＇ 日本狛1 3, 300 南 遠2, 000
' 

ilt 山3 6 
原 町4,5 00 大島元村 3, 000 熱 瓶1 0,000

丹波新生 2 0, 000 計183 ,580円旭 束
1 0

・

,0 ｛山台東三祐町1 0, 723 新 生5, 000 塩尻アイオナ4,5 00 野州（伝） 1, 000 

玉 島1 0 0 仙令外·，辻
T

1.9 00 イlli )II 7 oo o 京 祁17, 000

仙台袋呆 3 000 . ， 府 本 3, 000 .II. I1日町 8 500 く兵庫教区〉 計6 1,796
， r,馬込5, 000 駿 府 2 000 合計25,423円

下石神井G,18 0 山 梨s:ooo上島羽3,61 0
f"I 根2, 000 く西中国教区〉

く関東敦区〉 搬 徒4, 000
38 500 

近江野田2, 000
志 筑1.0 00 只平安5, 0

加 組3,50 0 深 川5, 295
計，円洛 南16, 000 立 花9,67 0 Ji�防1 3 .6

朝 m（伝）1, 000 板 枡10, 000 ＜中部教区〉 束舞飴7, 500 組 昭1 0 .0 00 広 島5, 0

川 越1 0, 000 東京山手5, 000 安 城 20 ,832 111• 光
ヽ

24,2 00
加古川東（伝） 3 .220岩 国8, 0

五 呆 3, 000 原町田21, 250 � 橋3, 0 00 福 知 山 30, 000
尼綺竹谷7, 000 下松愛函4.1

甘 楽1 0, 000 野方町23.600岡 鮒14. 09 0 今 律6, 000 西 宮6 0 .0 00 r� 閥7. 0

本 庄1,60 0 東中lllf 20, 000 名古座11.100
京 北5, 000香 住2,0 00 呉山手6.2

越 谷 5, 000 束駒形 20,005 1\Q 紺3.575
計150,175円主 恩8,470 下関彦島9,8

大 宮14,850 E1白町2,0 00 )沿 羽8,35 0 く大阪教区〉 姫路和光1 0 . 000 m 山 3,6
沼 田 5, 00 0 ジロアム 2,75 0 西 尾 3, 000 四It教会CS 4, 000西凶公閲1 0 , 000 益 田 2 . 2

足利束 1, 000 ／小石川rlJ-J屯 5, 000 名古困西 5, 0 0 0 砕槻日古台 6, 25 0 神戸神餞2,4 00 防 府12, 0

浦和束5,860 新 栄10, 00 0 柑凡科巾部11,178否 里1 5,6 75 I�子閲3 0 ,5 00広島府中33,7
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実

験

を

こ

英
ふ
村
は 、
一
九
六一
二
年
に
設
慨
さ

れ 、
以
来 、
多

く
の
布
為
な
＾
村

を
社

会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
送
り
だ

し
て

い

る。
当
初
は 、
一
学
年
r

故
名
で

あ
っ

た
の

が、

今
で
は一
年
次
TU
数
名 、
ニ

り
次
七
十
余
名
の
大
世
帯

と
な

っ
た。

こ
の

よ
う

な
学
生
の
培
加
に
伴

い、
教

授
陣

も
年
々
松
化
さ
れ

て、

現在
六．
＾

の
導
任

を
数
え
る
よ

う
に

な
っ
た。

本
短
大
の
モ
ッ
ト
ー

で
あ

る
「
少
孜

有
効
敦
n」

を
ふ

ま
え

て、
投
界
は
主

と
し

て
口

治
芙
誤
の
理
解
虚
カ・
巡
川

俺
力

を
伸
ば

す
こ
と
に
原
点

を
お
き、

教
至
で
は
で

き
る
だ
け
浜
語
で
投
業

を

す
す

め
る
こ
と

が
専
任
教
師
の
共
遥
認

戟
と
な

っ
て

い
る。

器
且
竺
二
つ
の
ニ
ー

ス
か
ら

な

る。
す
な
わ

ち ｀
将
※
四
年
制
大
学
へ

紺
人

し
て
勉
学

を
統
け

た
い

と
い
う
学

じ
i

の
た
め
に 、
教
養
コ
ー

ス
を
設
け 、

英迅
101

れ
師

を
希
沼

す
る

人
に
は 、
教
駿

コ
ー

ス 、
ま

た 、
卒
菜
後 、
企
裕
で
似

き
た

い
人
の
た
め
に 、
商
業
英
語
コ
ー

ス
が
用
意
さ
れ

て
い

る。
多

く
の
男
チ

学
生
は
釈
荘
コ
ー

ス
に
栖

を
お
き、

女

子
学
生
の
ほ
と

ん
ど

は
西
菜
英
鉛
コ
ー

ス
に
距

し
て

い
る。

孜
政

を
希
望

す
る

学
生
は
だ

ん
た

ん
成
っ

て
い
る。

学
生
数
の
丸
加
に
関

し
て
は
先
程
ふ

短

大

の

こ

れ
た

が、
科
H
に

よ
っ

て
ク一ア

ス
の
人

数
が
か

な
り

速
う
の
で、

「
少
数
孜

育」
に
つ
い

て
は 、

あ
ま
り

大
き
な"1

翌·:
え

な
い
の

が
現
状
で

あ
る。

他
Jj

「
有
効
教
百」
に
つ
い

て
は、

も
っ

と

研
究
す
る
必
災

が
あ

る。
た

と
え
ば ‘

今
年
の
四
月
か
ら
英．n

忠ばヰ
大

き
な

火

験
を
試
み

て
い

る。
す
な

わ
ち 、
学
力

差
の

あ
る
多
数
の
学
生

が、
各
自
の
ペ

ー
ス
で
学
習

が
効
渠
Wi2
で

き
る

よ
う

に 、

能
力
別
授
業

を
行
っ

て
い

る
G

無

泊 、
全
秘
目

を
涌
力
別
に
受
け
さ
せ
る

の
で

は
な

い。
「
オ
ー
ラ
JV」

が
そ

の

中
心
科
目
で

あ
る。

さ
ら
に 、

今
年
の
新
人
生

を
対
故
に

次
の

よ
う

な
科
目
に
つ
い
て
投
業
方
法

を
変
え
た。
そ
れ
は 、
与
え
ら
れ

た
十

五
沿
登
忌・
分

し
て

五
必
づ
つ
に
分
け

最
初
の
五
逍
間
は
「
オ
ー
ラ
ル」

と

「
英
治
の
発
音」
だ

け
の
投
業
を

し

て、
次
の
五
返
皿
は 、
「
オ
ー
ラ
と

の
齢
間
数

を
瓶
ら
し

て、
そ
の
分
た
け

「
5央

作・
文
法」

を
釈
え 、
汲
後
の
五

述
肌
に
一
リ
ー

デ
ィ

ン
グ」
の
北
中
投

業
を
し

た。
今疫
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
史
に

よ
っ

て 、
外
国
沿
学
羽
の
補
助
手
段
で

あ
る

ヲ
ボ

が
知
培
に
低
川
さ
れ
る

よ
う
に

な

っ
た
C

が
生
は
迅
に
ri
肋
間―ッ
ポ
で
白

-｀’・
IIIJ 

見

光

盛

る

み

る
ー

英
語
科

現

状

と

展

望

削
刊
サ
を
お
」
6

み
に

な
っ
た
刀
々
か
ら 、
短
K
の
内
行
に

つ
い

て
も

う
少

し
知
り
た
い 、

と
い
う
弾
臼
尚

を
う

け
ま

し

た
の
で
こ
の
機
会
に
美
祐
朴・
保
内
科
の
現
状

を
そ

れ
そ
れ

の
科
貶
かっ
紹
介
し

て
い

た
ゞ

く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
C

な
お
教
百
改
h
の
招
介
は
i――
サ
に
再
び
掲
故

い
た

し
ま
す。

保
ガ
斜
が
新
成
さ
れ

て
か
ら
横
五

年 、
保
付
科
の
前
身 、
児
収
禍
祉
祉
の

没
骰
か
ら
数
え

ま
す
と、

も
う

ャ
年
の

淑
月
が
流
れ

ま
し

た 。
そ

の
圃
数
ジ
＜

の
卒
業
生

を
い

し、
沖
縄
．＾
品
間
は
も

ち
る
ん

の
事 、
宮
古 、
八
爪
山
の
各
地

ゃ 、
こ
の
二 、
i

.―
り
は
束
京
・

大
lh.

f
菜
・

埼
玉

と
各
Jj
血
に
ひ
ろ

く
成
社

名
を

お
く

り
出

し
て

い
ま
す。

さ
て、
保

内科
と

は
と

ん
な

科
な

の

か 、
幾
つ
か
の
亨

を
あ
げ
て
御
紹
介

し

て
み

ま
し

ょ
う。
主

な
特
位
と

し
て

は 、
次
の
i

二
つ
の
成

が
あ

げ
ら
れ
る

と

忍
い
ま
す。

先
ず
第
i

は

必ぷ料
の
而
で

す。
こ
れ

は
保
付
原
則

を
小
心
と

し
た
六
領
城

（
社
会 、
自
然 ‘

.[ ·
叶 、
音
楽
リ
ス

ム 、
絵

圃涵芹＂ 、
促
比）
を
狛
め、
心

狸
学
関
係 、
栄
ャば 、
G
汲

心忍
の
野
門

領
域

を
火
皆

を
含
め

て
みっ
ち

り
と

や

っ
て

い
ま
す。

幼
児
の
心が
救
救
百
も
上

災
糾
H
と

し
て
ふ
く

ま
れ

て
い

ま
す。

約
にこ
の
二 、
i

^

i

年
の
圃
そ
れ
ぞ
れ
専

門
の

出比古
講
師
か
ふ
え

ま
し

た
の
で、

そ
の
指
牡
は
か

な
り
固
広

く
況

く
な

っ

て
い

ま
す。

n
淡
学
や
栄
性
学
は 、
ニ

年
の
終
り
に
i

ヶ
だ
側
火
押
肪
肘

を
と

っ
て

い
よ

す
が、
救
怠
法
の

指税
や 、

幼

児匝
け
の
割
刑
央
沼
は
大
変
楽

し
い

有
意
返

な
時
間
で

す。

第
二
に

は、
器
楽
の
而
に
つ

い
て
の

指
莉
で

す。
入
学
試
験
の
際
に 、
一
応

バイ
エ
ル
三
0
番
内
の
節
巾

な
テ
ス
ト

を
い

た
し
ま
す

が 、
入
学
後
は
六
人
の

甜
受

山泊は
の
先
生
方
に
つ
い
て
迅一
阿

の
v
ッ

ス
ン

が
あ

り
ま
す。

二
年
間
の

10
16
10
10

10

iO
10

10
円

．．
 

久

朋

ユ
ニ
ー

ク
な
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ー
保
育
科

河
し

な
け
れ
は
な
ら
な
い
か

ら
で

あ

る。
今
後 、
オ
ー
ラ
ル
だ
け
で

な
く、

英
文
法 、
リ
ー

デ
f

ン
グ
の
学
河
に
も

ラ
ボ
か
距
え
る

よ
う
に
そ
の
利
川
法
も

杓
え

た
い。

こ
の

よ
う

な
｛央玉
111

の
学
密
の
外 、
学

生
は
キ
リ

ス
ト

教
科
目

を
六
単
位
履
修

し
な

け
れ
は

な
ら

な
い 。
こ
の
こ

と
は

英59
文
化

を
理
解

す
る
の
に

大
き
な

助

け
と

な
ろ

う。
こ
れ
ま
て 、

人
皿
集

団 、
民
朕
文
化
の
総
体
に
お
い
て
笛
芯

を
と

ら
え
る
よ
う
な
ア
ブ
U
ー

チ
は 、

あ
ま
り
な

さ
れ

て
い
な

い。
後
期
に
拇

開
さ
れ
る
「
店
西
と
文
化」
「イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・

デ
ィ

ス
カ
ッ
ジ
ョ
ン」
や

「
二

よ此

委
を
＿
時
事

魯」

等
の
ク
ラ

ス
に

よ
っ

て、
学
生
が、
人

冊
．

i ．．
 柄・
社
会
の
話
関
係

を
正

し
く

屑
二
4
四
段
か
ら
It
段
に
か

i

け
て
の
「

い
ま一

人
は
金
城
双
明
衣

翌

酋

日羹

含
圧
担
任
救
師

盈
任」

を
「
い

ま一
人

は

'

翌
会
主
任
担
任
教
師

哀

覇
孜一

投」
に
訂
正。

訂

正

把
挺

す
るこ

と
が
で

き
る

な
ら
ば 、

そ

れ
だ
け
深
く
英
西
を
迎
解

す
る
こ
と
に

な
る

う。
以

上
の
こ
と

を
心
に
と
め 、

硲串
祉

と
し

て
も
今
後 、
教
室
内・
外

の
nI
虚
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
保
系

し、
学

芭
喋
災
づ

く
り
に
努
力

し
て

い
き

た
い

と
思

う。

在
学
中
に
最
低
バ
イ
エ
JV
は
仕
上
げ
る

こ
と
に
な
っ

て
い

ま
す

の
で 、
卒
業
後

ぱ
簡
用

な
曲

な
ら
こ

な
せ
る

捏疫
に

な

り
ま
す。

紋
近
は
ピ
ア
ノ
の
出
来
る

人

が
だ

ん
だ

ん
多

く
な
り
ま
し

た
し、
ぷ

人
の
努
力
次
術
で
は
二
年
間
で
ソ

てナ

ネ
迄
仕
上
げ
る

人
も
何
人
か
出

て
ま

い

り
ま

し
た。
二
年
生
に
な
る

と
公
開
テ

ス
ト

が
行

な
わ

れ
ま
す

が、
各
人
の
進

歩
ぷ
り

が
よ

く
わ

か
り

ま
す。

硲―一
に
は 、
幼
稚
瀾
そ
の
他
施
設
の

実
密
に
つ
し

て
で
す

が、
幼
椎
図
は
年

間
火
料 、
保
百
所 、
正
譲
施
設
は
集

中

実
街
の
形

を
と
っ

て
い

ま
す。

一
年
生

の
及
休
み
に
投
浚
施
設
の
実
沓

を
い
た

し
ま
す

が、
二
年
に

な
り
ま
す
と、

ii

月
か
ら
ト

ニ
fJ
迄
り
毎
週
金
雌
El 、
一

n
幼
惟
園
実
密
に

ま
い

り
ま
す。

こ
れ

は 、
年
間

を
と
お

し
て
子
供
の
発
泣 、

閲
の
生
活
や
行
乍

を
み
る
為
で、
い
さ

ヽ
か
忙

し
く

大
変
で

す
が、
実
密

を
允

分
に
みの
り

あ
る

も
の
に
さ
せ
る
為
に

こ
う
し
た

Jj
法

を
と

っ
て

い
ま
す。

こ

れ
は、

こ
の
学
校

が
帷
酌
に
免
許
の
勾

の
みの
勉
如
や
実
習
で
は

な
い

と
云

う

こ
と

の
一
っ
の

あ
ら

わ
れ
だ
と
考
え

て

お
り

ま
す。

そ
の
他
ク
ラ
プ
活
動
の
児
成
必
化
サ

ー
ク
JV
は 、
人
形
WJl
iiE

を
中
心
に
こ
の

i

,

i

•

四
年
校
外
の
地
油
活
動
に
力

を
い

れ 、
本
肋
及
び
離
仙
各
地
に
迄
足
を
の

ば
し、
各
地
の
施
汲
や
チ
低
会
等
で
盛

ん
な

公
洞
活
動

を
く
り

ひ
る
げ

て
ま
い

り
ま

し
た。
こ

う
し

た
活
動

を
と
お

し

て
保
付
科
の
学
生
逹
は
全
且

よ
く

気
持

が
揃

い、
グ
ル
ー

プ
活
動

を
と
お

し
て

の
及
仙
の
深
さ
は
そ
の
学
化
々
活

を
史

に
楽

し
く

深
く

し
て

い
る
様
で

す。
こ

れ
も
依
百
科
の
大

き
な―

つ
の
器
叙
と

云
え

ま
し

ょ
う。

（
保
ガ
科
々
貶

n
n
n
川
n
n
10
10
川
0
10
10
10
10
10
10
r

其

智

子

（
英
冶
科
々
仕・
助
以
投）

拗
．収
投）






